
MISATO TOPICS 町の話題

　１月１日、美郷中学校相撲道場で美郷町相撲連盟（伊藤福章会長）が主
催する新年初稽古が行われ、会員や町内の小中校生など約30名が参加し
ました。四股踏みやすり足などの基本稽古で体を温めた後は、本番さなが
らの取組が行われました。小中学生が先輩の胸を借りる場面などもみら
れ、大きな掛け声やぶつかり合う音が道場に響き渡っていました。
　練習の後は保護者の皆さんが作ったちゃんこ鍋に舌鼓をうちながら、今
年の飛躍を胸に誓いました。

美郷町相撲連盟初稽古
今年の飛躍を胸に

新春囲碁・将棋大会が開催
新年最初の腕試し

　１月11日、美郷町南ふれあい館を会場に、新春書き初め大会が開催さ
れ、小学生から一般まで40名近い参加者が一斉に筆を走らせました。
　当日書き上げられた作品は１月13日に審査され、１月22日まで美郷町
公民館に展示されました。

新春書き初め大会が開催
1年の思いを筆に

　１月９日から11日にかけて後三年スキー場を会場に
スキー教室が開催されました。この教室は小学校１年生
から３年生を対象として参加者を募集し、指導をスキー
連盟の皆さんにお願いして毎年行われています。
　集まった76人の児童たちも、初日は後三年スキー場
のロープリフトや、そもそもスキー自体に慣れない様子
でしたが、３日目にはそれぞれが上達し、元気に斜面を
滑っていました。
　後三年スキー場は料金無料のスキー場です。どうぞお
気軽にご利用ください。
問●後三年スキー場　☎0187(83)2707

後三年スキー場で｢スキー教室｣
上手に滑られるかな

　１月11日、美郷町中央ふれあい館を会場に新春囲碁・将棋大会が開催
されました。参加者たちは真剣な顔で盤面をにらみながら、日頃鍛えた腕
を競い合い、対局後は盤を囲みながらの談義に花を咲かせていました。

■囲碁の部
　優　勝　飯田　義信さん（菅谷地）
　準優勝　髙橋　冬樹さん（一丈木）
　第３位　伊藤　和夫さん（谷地中）

■特選・教育長賞
　佐藤　美佑さん（仙南小６年）
　堀井　優太さん（仙南小４年）
■特選・奨励賞
　新田　望結さん（六郷小５年）
　髙橋　さなさん（仙南小４年）

■金賞
　藤谷　泰瑶さん（美郷中２年）
　澁谷帆乃夏さん（仙南小６年）
　大阪　七南さん（仙南小４年）
　佐藤　詩音さん（仙南小３年）
　大久保和心さん（六郷小２年）
　

■銀賞
　浅利　加奈さん（六郷高２年）
　梁田冴美子さん（六郷高１年）
　森川　天彗さん（六郷小４年）

■将棋の部
　優　勝　木元喜代人さん（東高方町）
　準優勝　伊藤　泰夫さん（上深井）
　第３位　山崎　　司さん（上深井）
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　１月12日、13日に、仙南小学校の５・６年生児童15名が、東京都文京
区立千駄木小学校を訪問しました。両校は、１年ほど前から学校の様子や
学習の成果を伝え合うなどの交流を重ねてきましたが、この度、千駄木小
学校への訪問が実現しました。
　千駄木小学校では、歓迎の交流集会が開かれ、児童たちは全校児童に美
郷町や仙南小学校の様子を紹介しました。その後は、各学級に分かれて授
業にも参加し、初めは緊張した様子も見られた児童たちでしたが、学習や
給食、休み時間の遊びを通じて打ち解け、笑顔や言葉を交わして触れ合い
を深めていました。
　放課後には、地域の方の協力を得て“地域めぐり”も行われました。東京
都の学校や地域の様子を感じ取り、地域の方々と触れ合ったこの訪問は、
改めて仙南小学校や美郷町について見つめ直す良い機会となったようです。

仙南小学校・千駄木小学校交流事業
互いの学校や地域の様子を学ぶ
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美郷町消防団出初式で美郷町消防団出初式で
あいさつをする松田町長あいさつをする松田町長
美郷町消防団出初式で
あいさつをする松田町長
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